
 新学期が始まり、約一か月が過ぎました。黄色

い帽子をかぶった新一年生が加わり、活気に満

ちた学校生活がスタートしています。 

  先日の全校朝会で、改めて今年度の学校教

育目標が変わったことを伝えました。そして子ど

もたち自身に「自分を見つめ」と「人とつながる」

ってどういうことなのか、考えてほしいと投げかけ

ました。その後 3年生以上にアンケート用紙を配

付し書いてもらった結果が以下の通りです。 

【「自分を見つめ」について】 

子どもたちの意見の中に多かったのが｢考え

る｣「知る」「振り返る」「性格」「よい」「悪い」等

でした。ここに「自分」というキーワードを重ねて

みると、「自分で考える」「自分の行動を振り返る」

「よい、悪いを自分で判断する」等が見えてきま

す。子どもたちが、大事にしたい目指すべき姿を

適切にとらえていることが分かりました。 

【「人とつながる」について】 

  ここでは「なかよい」「友達」「関係」「コミュニ

ケーション」等が出てきました。子どもたちは、ま

ずは友達関係を大切にしたいという思いがある

こと、友達となかよくするためにコミュニケーショ

ンの力が大事であることにも気付いているようで

した。 

  教育基本法には、教育の目的を「人格の完成」

「平和で民主的な国家及び社会の形成者」とあ

ります。中央教育審議会は令和の日本型学校教

育として、「個別最適な学び」と「協働的な学び」

の一体化を提唱しています。まさに本校の「自分

を見つめ 人とつながる」という教育目標は、こ

の考え方と一致しています。そして何より子ども

たち自身が、その大切さに気付きつつあります。 

  私たち教職員と共に、保護者・地域の皆様に

もこの考えを共有していただき、子どもたちの健

やかな成長に向けて、ご協力をお願いいたします。 

「子どもたちの考える～自分を見つめ 人とつながる～」 
校長  森賀 慎一 
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